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◇
町
営
住
宅
建
築
工
事
請
負
契

約
の
締
結

九
月
四
日
の
指
名
競
争
入
札
で

落
札
し
た
株
式
会
社
大
沼
組
と
の

工
事
請
負
契
約
。
契
約
金
額
は
五

千
百
四
十
五
万
円
。

◇
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
二
百
二
十
四
条
の
規
定

に
よ
る
分
担
金
を
電
気
通
信
事
業

者
よ
り
徴
収
す
る
条
例
を
制
定
。

◇
農
用
地
整
備
公
団
事
業
負
担

金
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

事
業
用
地
に
災
害
な
ど
が
発
生

し
原
状
回
復
が
困
難
な
場
合
に
お

い
て
、
負
担
金
の
徴
収
延
期
と
議

会
の
議
決
を
経
て
の
減
免
規
定
を

追
加
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

六
千
六
百
八
万
三
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
四
十
億
六
千
五

十
二
万
四
千
円
と
し
た
も
の
。
歳

出
予
算
追
加
の
主
な
内
訳
は
▼
行

政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
関
係

費
五
百
五
十
九
万
九
千
円
▼
社
会

福
祉
協
議
会
車
庫
建
設
事
業
補
助

金
四
百
五
十
万
円
▼
土
木
施
設
融

雪
災
害
復
旧
費
四
千
五
百
五
十
一

万
五
千
円
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
補
正
予
算

四
百
七
十
九
万
二
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
四
億
八
千
三
百

八
十
九
万
六
千
円
と
し
た
も
の
。

歳
出
予
算
追
加
の
主
な
内
訳
は
、

平
成
十
四
年
度
の
療
養
給
付
費
交

付
金
の
超
過
交
付
分
返
納
金
。

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
補
正
予

算
二
千
七
百
六
十
五
万
九
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
三
億
九
千

七
百
三
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

歳
出
予
算
追
加
の
主
な
内
訳
は
、

補
助
金
の
確
定
に
よ
る
浄
水
場
薬

品
注
入
事
業
費
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

五
十
四
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
九
億
四
千
八
百
四
十
三
万

六
千
円
と
し
た
も
の
。
歳
出
予
算

追
加
の
内
訳
は
、
蔵
・
法
内
処
理

施
設
の
管
理
経
費
。

◇
助
役
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
助
役
の
選
任

で
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、
小
松

久
男
氏
（
七
十
歳
・
宮
ノ
前
）
の

再
任
に
同
意
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
う
町
教
育
委
員

の
任
命
で
、
小
松
正
武
氏
（
五
十

八
歳
・
高
戸
屋
）
の
再
任
に
全
会

一
致
で
同
意
。
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可
決
さ
れ
た
議
案

町
議
会
九
月
定
例
会
が
九
日
か
ら
十
九
日
ま
で
十
一
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
を

認
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
移

動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
を
含
む
八

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
以
下
、
可
決
さ
れ
た
議
案
、

町
長
の
行
政
報
告
、
一
般
質
問
な
ど
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
9
月
定
例
会

「イメージ写真」▲小松　正武氏

▲小松　久男氏

宿
地
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に
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﹇
町
民
福
祉
課
﹈

●
敬
老
会
・
七
十
歳
を
祝
う
会

六
月
十
八
日
に
開
催
。
参
加
対

象
者
は
、
敬
老
会
が
八
百
四
人
、

七
十
歳
を
祝
う
会
が
九
十
七
人
の

計
九
百
一
人
。

●
町
消
防
訓
練
大
会

七
月
二
十
日
に
実
施
。
上
位
入

賞
を
果
た
し
た
第
五
分
団
、
第
一

分
団
が
八
月
二
日
の
本
荘
市
由
利

郡
支
部
消
防
訓
練
大
会
に
出
場
。

●
事
故
状
況

八
月
十
三
日
午
前
九
時
頃
、
国

道
一
〇
七
号
の
黄
桜
ト
ン
ネ
ル
百

五
十
�
手
前
で
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
。

●
戦
没
者
追
悼
式

八
月
二
十
日
に
実
施
。
遺
族
、

関
係
者
約
百
人
が
参
列
。

﹇
総
務
課
﹈

●
町
長
・
町
議
補
欠
選
挙

七
月
二
十
九
日
告
示
の
町
長
選

挙
を
経
て
四
期
目
の
町
政
を
担
う

こ
と
に
。
同
じ
く
町
議
補
欠
選
挙

で
は
阿
部
弘
章
氏
が
無
競
争
で
初

当
選
。

●
有
鄰
館
改
修
工
事

七
月
三
十
日
に
完
成
。
管
理
団

体
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
入

居
し
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
業
務

を
開
始
。

●
会
館
改
修
整
備
補
助
事
業

平
成
四
年
度
か
ら
二
十
五
施

設
、
補
助
金
額
六
百
七
十
七
万
七

千
円
の
改
修
事
業
を
実
施
。
本
年

度
は
十
二
施
設
を
改
修
予
定
。

●
海
外
研
修

私
が
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
九

日
ま
で
秋
田
県
町
村
会
町
村
長
海

外
調
査
研
修
に
参
加
。
研
修
地
は

ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
。

ま
た
、
秋
田
県
市
町
村
職
員
海
外

研
修
員
と
し
て
建
設
課
職
員
一
人

を
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
十
日

ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
。

﹇
企
画
課
﹈

●
市
町
村
合
併

今
年
八
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
た

七
回
の
協
議
会
で
十
五
項
目
を
確

認
。
新
市
の
名
称
の
応
募
件
数
は

九
月
八
日
正
午
現
在
で
二
千
七
百

五
件
。
ま
た
、
第
九
回
合
併
協
議

会
は
十
月
二
十
七
日
、
本
町
「
有

鄰
館
」
で
開
催
予
定
。

●
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
事
業
参
入
。

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
を
大
琴
下

の
ア
ク
ト
地
内
に
建
設
予
定
。
供

用
開
始
は
十
六
年
度
早
々
の
見
込

み
。

●
大
琴
分
譲
宅
地

売
買
契
約
締
結
か
ら
住
宅
の
建

築
と
住
民
登
録
を
行
う
ま
で
の
期

間
を「
三
年
以
内
」か
ら
「
七
年
以

内
」
に
改
正
。
そ
の
結
果
、
Ｕ
タ

ー
ン
希
望
の
町
出
身
者
の
方
と
一

区
画
に
つ
い
て
譲
渡
契
約
成
立
。

●
Ｊ
Ａ
大
琴
支
所
前
バ
ス
停
待

合
所待

合
所
の
整
備
を
望
む
地
元
の

声
を
、
今
春
に
要
望
書
と
し
て
羽

後
交
通
に
提
出
し
、
特
段
の
ご
高

配
に
よ
り
八
月
七
日
か
ら
供
用
開

始
さ
れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
て
い
る
。

●
東
由
利
町
共
通
商
品
券

町
内
の
消
費
拡
大
と
商
工
業
の

振
興
・
活
性
化
の
た
め
、
八
月
一

日
か
ら
商
工
会
が
事
業
主
体
と
し

て
プ
レ
ミ
ア
一
割
付
き
の
共
通
商

品
券
を
発
行
。
九
月
四
日
現
在
で

発
行
総
額
一
千
万
円
に
対
し
て
八

百
六
十
七
万
円
を
販
売
。

﹇
建
設
課
﹈

●
一
〇
七
号
板
戸
第
二
工
区

板
戸
集
落
入
口
の
工
事
は
、
現

在
平
成
十
四
年
度
繰
越
発
注
分
の

対
岸
地
滑
り
箇
所
の
調
査
ボ
ー
リ

ン
グ
の
追
加
と
ト
ン
ネ
ル
の
入
口

付
近
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
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行
政
報
告
の
冒
頭
で
発
表
さ

れ
た
町
長
の
施
政
方
針
の
要
旨
で

す
。こ

の
た
び
の
選
挙
は
無
競
争

当
選
で
し
た
が
、
市
町
村
合
併
議

論
が
進
行
し
て
い
る
な
か
、
平
成

十
七
年
三
月
の
特
例
法
時
限
ま
で

の
一
年
七
カ
月
で
合
併
議
論
を
し

っ
か
り
や
り
通
す
こ
と
が
、
選
挙

に
換
わ
る
大
き
な
試
練
に
な
る
か

と
考
え
ま
す
。
任
期
を
ま
っ
と
う

で
き
る
よ
う
、
健
康
に
も
十
分
気

を
つ
け
て
や
っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
、
ま
す
ま
す
の

ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
特
例
法
期
限
ま
で
は

一
年
七
カ
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
合
併
論
議
だ
け
の
時
間
で
な

い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
町
づ
く
り
の
４
本
柱
は
不
変

で
あ
り
、
定
住
環
境
の
整
備
や
長

寿
社
会
を
共
に
寿
ぐ
施
策
作
り
の

充
実
に
は
ま
す
ま
す
力
を
入
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東

光
苑
の
現
状
を
見
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
増
設
や
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

の
必
要
性
も
思
い
、
そ
の
実
現
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

山
紫
水
明
の
里
づ
く
り
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
八
塩
い
こ
い
の
森

は
、
黄
桜
の
み
な
ら
ず
ボ
ツ
メ
キ

湧
水
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も
大
変
な

評
価
を
得
て
お
り
、
秋
田
県
の
憩

い
の
森
と
し
て
ソ
フ
ト
事
業
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

あ
き
た
こ
ま
ち
と
由
利
牛
の

里
づ
く
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た
産
業

振
興
も
国
際
化
を
視
野
に
入
れ
て

い
く
時
代
と
な
り
、
今
ま
で
の
積

み
重
ね
を
整
理
し
新
市
に
つ
な
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
・
地

方
分
権
・
財
政
の
効
率
化
・
町
民

の
日
常
生
活
圏
の
拡
大
な
ど
を
考

慮
し
、
選
択
し
ま
し
た
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
大
き
な
不
安
を
抱
か
ぬ

よ
う
し
っ
か
り
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
合
併

論
議
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
づ
く
り
は
、
私
一
人
で
で

き
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
わ
け
で

あ
り
、
議
会
を
は
じ
め
町
民
皆
さ

ん
の
ご
指
導
・
ご
協
力
が
あ
っ
て

初
め
て
で
き
て
い
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

ど
う
か
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、

叱
咤
激
励
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

町
長
の
施
政
方
針

町
づ
く
り
４
本
柱
は
不
変

町
長
行
政
報
告
の
要
旨



三
千
九
百
万
円
で
施
工
中
。
本
年

度
分
は
九
千
五
百
万
円
で
地
滑
り

対
策
工
と
河
川
付
け
替
え
工
事
を

施
工
予
定
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
平

成
十
六
〜
十
七
年
度
施
工
予
定
。

●
一
〇
七
号
板
戸
第
三
工
区

（
国
体
関
連
生
活
道
路
整
備
）

久
保
集
落
の
用
地
補
償
は
、
平

成
十
四
年
度
繰
越
分
八
千
七
百
万

円
と
本
年
度
分
一
億
一
千
三
百
万

円
の
予
算
で
七
月
中
旬
か
ら
用
地

買
収
や
補
償
契
約
を
交
渉
中
。
秋

に
は
三
千
万
円
で
畦
畔
工
事
と
排

水
工
事
を
進
め
る
予
定
。

●
神
岡
・
南
外
・
東
由
利
線

平
成
十
四
年
度
繰
越
発
注
分
と

し
て
二
億
一
千
六
百
万
円
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、橋
梁
工
事
は
完
成
。

現
在
は
道
路
土
工
が
横
渡
・
岩
館

の
両
側
で
順
調
に
進
行
。
本
年
度

事
業
と
し
て
、
二
億
円
の
事
業
費

で
十
月
に
は
路
盤
工
、
舗
装
工
が

発
注
さ
れ
る
予
定
。

●
仁
賀
保
・
矢
島
・
舘
合
線

本
年
度
中
に
三
千
万
円
の
予
算

で
峠
付
近
の
未
舗
装
工
事
に
着
手

す
る
予
定
。

●
横
手
・
東
由
利
線

笹
倉
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
雪
崩
、

落
石
対
策
と
し
て
、
平
成
十
四
年

度
繰
越
分
と
本
年
度
予
算
で
八
月

に
工
事
着
手
。
雪
崩
防
止
柵
や
元

砕
石
付
近
の
モ
ル
タ
ル
箇
所
の
工

事
が
行
わ
れ
、
三
月
末
に
は
完
成

予
定
。

●
国
道
三
九
八
号
（
県
単
道
路

改
築
）

昨
年
度
に
引
き
続
き
待
避
所
二

カ
所
を
設
置
す
る
予
定
で
八
月
中

に
発
注
。
峠
付
近
の
急
カ
ー
ブ
の

改
良
が
行
わ
れ
、
十
二
月
末
に
は

完
成
予
定
。

●
台
山
線
（
歩
道
設
置
）

本
年
度
工
事
と
し
て
六
月
に
発

注
さ
れ
、
橋
台
部
と
跡
見
坂
交
差

点
は
完
成
。
今
後
、
桁
の
運
搬
架

設
や
舘
合
側
の
道
路
工
事
が
進
む

予
定
。

●
町
道
新
田
線

強
く
要
望
の
出
て
い
た
新
田
線

（
舘
合
〜
新
田
）
は
、
平
成
十
六

年
度
国
庫
補
助
事
業
で
採
択
の
要

望
書
を
提
出
し
て
い
く
。
事
業
費

三
億
五
千
万
円
（
改
良
事
業
、
橋

梁
を
含
む
）、
事
業
量
一
千
�
と

し
て
い
る
。

●
蒲
台
線
（
林
道
整
備
）

本
年
度
よ
り
本
格
工
事
。
六
月

末
に
は
工
事
が
発
注
さ
れ
祝
沢
側

か
ら
三
百
二
十
四
�
の
改
良
が
行

わ
れ
る
。

●
三
ツ
森
山
線
（
同
）

平
成
五
年
度
に
県
内
初
の
県
営

ふ
る
さ
と
林
道
整
備
事
業
と
し
て

採
択
。
十
一
年
の
歳
月
と
二
十
八

億
千
九
百
九
十
八
万
円
の
予
算
を

投
じ
て
本
年
完
了
。
現
在
、
最
後

の
法
面
仕
上
げ
と
関
連
工
事
の
補

修
工
事
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
ま

も
な
く
通
行
可
能
と
な
る
予
定
。

十
月
十
七
日
に
は
雄
物
川
町
と
合

同
開
通
式
、
竣
工
式
を
行
う
。

●
土
場
沢
線
（
同
）

十
四
年
度
に
九
百
九
十
�
を

施
工
し
て
お
り
、
平
成
十
五
年
度

分
は
八
月
七
日
に
七
百
九
十
�
を

発
注
済
み
。
降
雪
前
の
工
事
完
了

が
目
標
。

●
石
塚
線
（
同
）

事
業
効
果
が
早
期
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
に
小
倉
側
五
百
六
十
�
、

上
里
側
五
百
八
十
�
の
双
方
か
ら

工
事
着
手
。
本
年
度
事
業
費
は
九

千
五
百
万
円
。

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

七
月
二
十
八
日
に
工
事
発
注

し
、
現
在
は
雑
木
林
の
排
水
工
事

と
雑
木
伐
採
が
進
ん
で
お
り
、
荒

盛
土
を
施
工
中
。

●
公
営
住
宅

四
戸
一
棟
式
の
平
屋
ア
パ
ー
ト

を
建
設
す
る
こ
と
で
、
九
月
四
日

に
入
札
。
一
月
末
の
完
成
を
目
指

す
。

●
災
害
関
係

融
雪
災
害
の
申
請
が
可
能
と
な

り
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日

に
査
定
が
行
わ
れ
た
。
申
請
額
四

千
百
三
十
四
万
六
千
円
に
対
し
て

決
定
額
四
千
百
九
万
五
千
円
と
な

り
、
査
定
率
九
九
・
七
％
。

●
水
道
事
業

昨
年
同
様
に
下
水
道
工
事
に
併

せ
て
、
横
渡
、
蔵
、
蔵
新
田
、
上

里
、
法
内
地
区
を
工
事
。

●
集
落
排
水
整
備
事
業

本
年
度
当
初
四
億
円
に
一
億
円

を
追
加
し
五
億
円
の
事
業
費
で
進

行
中
。
八
月
末
現
在
ま
で
の
発
注

は
十
八
件
。
横
渡
地
区
や
舗
装
復

旧
は
精
算
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

横
渡
、
蔵
、
蔵
新
田
、
上
里
、
法

内
地
区
な
ど
の
現
場
も
順
調
に
進

行
中
。
今
後
の
発
注
は
、
高
瀬
川

橋
や
島
宮
橋
の
添
架
管
工
事
お
よ

び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
五
カ
所
の

設
置
工
事
。
処
理
場
の
完
成
に
併

せ
た
試
運
転
の
た
め
の
一
部
流
入

に
備
え
た
い
。
ま
た
、
老
方
・
舘

合
地
区
の
下
水
道
の
加
入
状
況

は
、
戸
数
割
合
で
五
二
・
九
％
。

●
終
末
処
理
場

工
事
は
ほ
と
ん
ど
完
了
し
て
お

り
、
書
類
の
整
理
、
建
設
事
務
所

お
よ
び
消
防
署
の
確
認
検
査
な
ど

が
残
っ
て
い
る
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

平
成
十
四
年
度
ま
で
に
七
戸
が

終
了
。
本
年
度
は
六
戸
を
計
画
。

現
在
ま
で
に
四
戸
が
工
事
着
手
、

一
戸
が
申
し
込
み
準
備
中
。

﹇
産
業
課
﹈

●
稲
作

七
〜
八
月
は
雨
や
低
温
が
続

き
、
不
稔
の
大
き
な
原
因
に
。
Ｊ

Ａ
で
は
八
月
二
十
一
日
に
「
異
常

気
象
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
地

域
別
の
把
握
と
農
家
の
指
導
に
努

め
て
い
る
。
稔
実
歩
合
は
、
最
高

が
九
一
・
二
％
、
最
低
が
七
五
・

〇
％
。
平
均
は
八
〇
％
で
、
不
稔

割
合
は
二
割
。
本
荘
・
由
利
の
作

柄
概
況
は
平
年
並
み
以
下
。ま
た
、

転
作
の
青
刈
り
の
確
認
は
九
月
三
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日
に
実
施
。
秋
確
認
は
九
月
十
日

に
実
施
予
定
。

●
畑
作

低
温
と
日
照
不
足
は
、
野
菜
類

の
生
育
に
も
影
響
し
、
八
月
末
現

在
の
主
要
四
品
目
の
販
売
金
額
は

三
千
五
百
七
十
万
円
。
バ
ラ
は
販

売
数
量
一
割
、
販
売
金
額
二
割
の

増
加
。
葉
た
ば
こ
は
、
乾
燥
に
失

敗
が
な
け
れ
ば
平
年
作
を
確
保
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

●
畜
産

四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
上
場
頭

数
は
、
昨
年
を
十
二
頭
下
回
る
二

百
十
頭
だ
が
、
平
均
価
格
は
四
十

二
万
五
千
五
百
円
で
、
昨
年
の
同

期
よ
り
も
一
頭
当
た
り
三
万
五
千

七
百
円
の
増
。
特
に
八
月
市
場
の

去
勢
の
平
均
価
格
は
五
十
一
万
五

千
九
百
円
。

●
畜
産
共
進
会

七
月
十
八
日
の
第
六
回
秋
田
し

ん
せ
い
農
業
協
同
組
合
畜
産
共
進

会
の
出
陳
頭
数
は
十
九
頭
。
成
績

は
、
肉
用
牛
の
部
で
優
勝
、
団
体

総
合
三
位
。
九
月
六
日
、
七
日
の

第
八
十
九
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会

の
出
陳
頭
数
は
八
頭
。
成
績
は
、

優
等
賞
が
一
頭
、
一
等
が
四
頭
、

二
等
が
二
頭
、
三
等
が
一
頭
。

●
肉
用
牛
繁
殖
素
牛
の
導
入

特
別
導
入
基
金
に
よ
る
貸
付
を

中
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度

は
六
月
の
セ
リ
ま
で
に
貸
付
計
画

十
頭
の
枠
が
い
っ
ぱ
い
に
。
子
牛

の
販
売
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
導
入
の
希
望
が
相

次
い
で
お
り
、
農
協
の
プ
ロ
パ
ー

資
金
に
よ
る
「
子
牛
導
入
制
度
」

の
創
設
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
。
今
議
会
に
関
係
経
費
の
補
正

予
算
を
上
程
。

●
組
織
再
編
を
検
討

市
町
村
合
併
に
控
え
、
安
定
し

た
畜
産
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
な

体
制
を
つ
く
る
た
め
、
家
畜
人
工

授
精
運
営
委
員
会
な
ど
既
存
組
織

の
再
編
に
つ
い
て
八
月
に
検
討
会

を
発
足
。
委
員
に
は
和
牛
組
合
の

代
表
な
ど
二
十
人
を
依
頼
。
農
家

の
主
体
的
な
組
織
運
営
を
望
む
。

●
土
地
改
良
（
県
営
事
業
）

ボ
ツ
メ
キ
老
朽
た
め
池
整
備
事

業
は
、
平
成
十
一
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
、
十
四
年
度
ま
で
に
提
体
工

事
、
取
水
施
設
工
事
等
を
完
了
。

今
年
度
に
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び

排
水
フ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
を
実
施
し

て
完
工
と
な
る
。
総
事
業
費
は
二

億
九
百
万
円
と
な
る
見
込
み
。

●
林
業

県
単
作
業
道
開
設
事
業
牧
山
線

は
八
月
に
発
注
。
今
年
度
は
幹
線

作
業
道
六
百
六
十
一
�
を
開
設
。

工
期
は
十
一
月
二
十
八
日
。

﹇
教
育
文
化
課
﹈

●
中
学
生
海
外
研
修

八
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の

九
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
主
体
に
実
施
。

新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
心
配
し
な

が
ら
の
実
施
だ
っ
た
が
、
英
会
話

や
踊
り
の
練
習
な
ど
事
前
研
修
に

も
時
間
を
か
け
て
お
り
、
と
て
も

良
い
交
流
が
で
き
た
。
九
月
二
十

六
日
に
は
報
告
会
を
実
施
。

●
旧
大
琴
小
学
校
教
員
住
宅

旧
大
琴
小
学
校
教
員
住
宅
を
一

般
町
民
に
貸
付
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
入
居
者
の
募
集
を
行
っ
た
結

果
、
申
し
込
み
は
一
件
。
八
月
か

ら
貸
付
を
開
始
。

●
八
塩
小
学
校
体
育
館

七
月
初
め
か
ら
夏
休
み
期
間
を

利
用
し
て
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
。九
月
一
日
か
ら
使
用
可
能
に
。

ま
た
、
工
事
期
間
中
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
練
習
は
、
大
琴
生
涯
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
と
野

球
場
を
使
用
。

（
一
部
抜
粋
）

小
　
松
　
　
　
賢
議
員

問
　
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事

の
競
争
入
札
に
郵
送
入
札
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

答

現
在
は
指
名
委
員
会
が
指
名

し
た
業
者
に
よ
る
入
札
を
行
っ
て

い
る
。
郵
送
に
よ
る
一
般
競
争
入

札
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
が
、
公

共
事
業
を
行
う
た
め
に
は
資
格
審

査
で
か
な
り
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
、
今
の
体
制
で
は
不
可
能
と

考
え
る
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
を

控
え
、
協
議
会
で
意
見
調
整
を
行

い
、
一
市
七
町
が
足
並
み
を
揃
え

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
命
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
凶

悪
な
少
年
犯
罪
が
多
発
し
て
い

る
。
我
が
町
の
学
校
教
育
で
は
、

生
命
の
尊
厳
を
ど
う
教
育
し
て

い
く
の
か
。

答

少
年
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
関
連
機
関
と
連
携
を
図

り
、
防
止
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

生
命
の
尊
厳
は
あ
ら
ゆ
る
教
養
の

基
礎
と
考
え
る
。
日
常
の
学
習
活

動
や
道
徳
、学
級
活
動
に
お
い
て
、

語
り
聞
か
せ
や
観
察
指
導
な
ど
を

通
し
て
、
そ
の
大
切
さ
を
指
導
し

て
い
き
た
い
。

小
　
野
　
　
　
健
議
員

問
　
合
併
後
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
提
示
し
、
住
民
の

判
断
、
審
査
を
仰
ぐ
べ
き
で
は
。

答

状
況
を
見
れ
ば
、
町
税
・
地

方
交
付
税
は
増
え
ず
、
赤
字
財
政

に
な
る
。
将
来
を
見
据
え
て
、
特

例
法
が
あ
る
う
ち
に
合
併
す
る
の

が
良
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
対
等

合
併
で
き
る
の
は
今
。
責
任
を
も

っ
て
判
断
し
、
住
民
の
理
解
を
得

て
い
き
た
い
。

問
　
高
齢
者
の
高
額
医
療
費
払

戻
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

な
い
。
手
続
の
簡
素
化
を
図
り
、

一
〇
〇
％
払
戻
に
努
め
る
べ

き
。
窓
口
、
郵
送
で
の
受
け
付

け
も
し
て
は
ど
う
か
。

答

七
十
五
歳
以
上
の
方
の
手
続

は
一
回
だ
け
。代
理
申
請
も
で
き
、

決
し
て
難
し
い
手
続
で
は
な
い
。

窓
口
、
郵
送
で
の
受
付
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
　
般
　
質
　
問

5 広報ひがしゆり　15.10.1

▲決算審査特別委員会の現地視察



15.10.1 広報ひがしゆり　6

地方交付税�

2,155,889

（40％）�

県支出金�
449,971
（9％）�

地方債�
692,900
（13％）�

町税�
298,565

（6％）�

国庫支出金�366,677
（7％）�

繰越金�
260,355
（5％）�

繰入金�
716,366
（14％）�

その他�
289,030
（6％）�

5,229,753

歳　入�
（単位：千円）�

5,085,590

歳　出�
（単位：千円）�

農林水産業費�
874,853
（17％）�

公債費�
752,731
（15％）�

民生費�
394,467
（8％）�

総務費�
1,591,403
（31％）�

教育費�
382,036（8％）�

衛生費�
274,019�
（5％）�

土木費�
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（4％）�
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600,555
（12％）�
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そ　の　他�
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5％％�
4％％�

12％％�

その他�
土木費�
衛生費�
教育費�
総務費�
民生費�
公債費�
農林水産業費�

15％�

8％�

31％�

8％�

5％�
4％�

12％�

特別会計の内訳�
（単位：千円）�

国民健康保険事業�
勘 定 特 別 会 計 �
老人保健医療事業�
特 別 会 計 �
簡 易 水 道 事 業 �
特 別 会 計 �
農業集落排水事業�
特 別 会 計 �
特別養護老人ホーム
東 光 苑 特 別 会 計 �

歳入総額� 歳出総額� 差　　引�

548,973�

679,054�

258,490�

764,391�

317,723

437,645�

679,054�

244,793�

764,156�

280,480

111,328�

0�

13,697�

235�

37,243

一般会計決算額は、歳入総額5,229,753千円で、前年度
に比べ827,899千円（18.8％）の増、歳出総額は5,085,590千
円で944,091千円（22.8％）の増となり、翌年度への繰越財
源を除いた実質収支では142,081千円の黒字となりました。
地方交付税は、2,155,889千円で前年度比7.9％の減。こ

れは地方交付税の一部が臨時財政対策債に振り替えられて
いるためですが、臨時財政対策債を考慮しても減少してい
ます。国庫支出金については、公共土木施設災害復旧費の
補助事業、地方債については、地方交付税の臨時財政対策
債の振替や庁舎建設事業債の起債などによりそれぞれ増加。
基金では、有用な人材育成のもとになる奨学資金貸付基

金に20,500千円を積み増しし、基金総額は52,500千円。
歳出では、庁舎建設や公民館改修などの社会資本整備、

農地保全と農林業振興の土台となる生産基盤の整備などに
より普通建設事業費が59.8％の増。また、養護老人ホーム
寿荘建設費負担金の減により補助費等は5,911千円（1.1％）
の減となっています。
特別会計の国保事業については、保険税が前年度に比べ

2.2％減の151,405千円で歳入総額の27.6％を占め、国庫支
出金が199,295千円で36.3％を占めています。
簡易水道事業は、歳入総額で前年度より60.8％増の

258,490千円、歳出総額で65.9％の244,793千円で13,697
千円の黒字。
農業集落排水事業は、平成13年度から実施されている

蔵・法内地区の工事が２年目に入り、歳入・歳出ともに大
幅な増加となっています。

費目別決算の推移

歳
出
年
度
別
決
算
の
推
移

一
般
会
計

町民1人あたりの支出は 1,040,849円
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内
に
住
宅
を
建
築
し
、
住
民
登
録
を
す
る

こ
と
」
と
し
て
い
た
要
綱
を
「
契
約
後
七

年
以
内
」
に
改
正
し
ま
し
た
。

分
譲
宅
地
の
購
入
希
望
者
か
ら
「
住
宅

建
築
は
ま
だ
先
だ
が
、
土
地
は
確
保
し
た

い
」、「
将
来
は
東
由
利
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

い
が
、
三
年
以
内
の
住
宅
建
築
は
現
段
階

で
無
理
」
な
ど
の
要
望
が
、
近
年
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
要
綱
改
正

に
ふ
み
き
っ
た
も
の
で
す
。

町
企
画
課
で
は
「
よ
り
宅
地
を
購
入
し

や
す
く
す
る
た
め
改
正
を
行
っ
た
。
今
後

住
宅
建
築
を
予
定
し
て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ

考
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

契
約
後
の
住
宅
建
築
を
３
年
か
ら
７
年
に

町
分
譲
宅
地
要
綱
を
改
正

九
月
も
期
待
し
た
秋
晴
れ
の
天
気
は
来
ず
、

心
配
な
出
来
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
秋
田
県
の
作

況
指
数
は
九
六
の
「
や
や
不
良
」
と
言
う
こ
と

で
す
が
、
い
ま
農
家
は
作
況
指
数
も
さ
る
事
な

が
ら
田
圃
の
ぬ
か
る
み
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

雨
続
き
で
、
収
穫
作
業
の
機
械
効
率
の
悪
さ
が

案
じ
ら
れ
ま
す
。

で
も
他
県
か
ら
比
べ
れ
ば
と
慰
め
も
受
け

ま
し
た
。
青
森
・
岩
手
県
な
ど
さ
ん
さ
ん
た
る

状
況
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
ヤ
マ
セ
が
吹
き
荒

れ
七
〇
台
の
作
況
指
数
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
秋

田
は
台
風
も
逃
れ
た
し
、大
雨
の
被
害
も
な
い
、

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
と
続
け
て

い
う
に
は
そ
の
分
秋
田
県
人
は
ハ
ン
グ
リ
ー

精
神
に
欠
け
る
と
い
い
ま
す
。
歴
史
的
に
秋

田
県
に
は
他
県
の
よ
う
な
飢
饉
・
飢
餓
の
状

況
が
無
い
分
お
っ
と
り
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。天

気
を
心
配
し
な
が
ら
県
民
性
ま
で
分

析
し
て
慰
め
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、

昨
年
の
よ
う
に
、
後
半
も
ち
直
し
の
天
気
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

十
四
日
に
は
、
第
二
十
四
回
の
民
謡
民
舞

秋
田
県
連
合
大
会
が
東
由
利
中
学
校
体
育
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
性
の
つ
い
で

で
す
が
、
改
め
て
わ
が
町
は
民
謡
好
き
町
民
で

あ
る
こ
と
を
、
再
確
認
し
ま
し
た
。
勿
論
、
自

分
も
含
め
て
で
あ
り
ま
す
が
。
九
時
の
開
演
で

し
た
が
、午
前
七
時
三
十
分
前
後
に
は
来
場
し
、

午
後
五
時
の
表
彰
式
を
終
え
る
ま
で
大
半
の
人

が
会
場
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
実
会
長
さ

ん
か
ら
も
聴
衆
の
マ
ナ
ー
を
大
変
ほ
め
ら
れ
ま

し
た
。
四
百
人
を
越
え
る
出
演
者
の
素
晴
ら
し

い
歌
声
や
芸
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
開
催
は
藤
丸
貞
蔵
先
生
は
じ

め
ご
一
門
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
日
に
は
第
二
十
七
回
全
県
野
焼
き

を
楽
し
む
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
県
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
パ
事
業
も
こ
れ
に
参
加

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
風
も
な
く
野
焼
き
の
煙

が
真
っ
す
ぐ
に
上
が
る
好
条
件
の
中
、
大
塚
三

郎
先
生
も
元
気
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
小
松
幸
子
先
生
の
大
き
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
お
陰
様

で
八
塩
小
学
校
の
子
供
達
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
パ

事
業
で
の
子
供
達
に
も
よ
い
記
念
作
品
が
出
来

上
が
っ
た
こ
と
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

二
十
五
日
に
は
第
八
回
の
合
併
協
議
会

が
矢
島
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
市
の
公

募
に
よ
る
名
前
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
五
千

二
百
十
七
通
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
中
か
ら
協
議
会
委
員
四
十
一
名
で
十
点

に
絞
り
、
議
論
し
て
新
市
名
が
決
ま
る
こ
と

で
す
。
次
回
、
わ
が
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
第
九
回
協
議
会
で
は
十
点
に
絞
り
込
む
作

業
が
始
ま
り
ま
す
。
良
い
新
市
名
が
ス
ム
ー

ズ
に
決
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。七

日
の
県
畜
産
共
進
会
で
は
、
初
出
場
の

小
野
久
一
さ
ん
の
牛
が
二
年
ぶ
り
の
優
等
賞
を

獲
得
。
さ
す
が
「
由
利
牛
の
里
東
由
利
」
と
応

援
団
一
同
大
喝
采
を
し
ま
し
た
。

九
日
か
ら
開
会
の
定
例
議
会
で
は
、
十
四

年
度
決
算
の
認
定
や
助
役
人
事
の
ご
承
認
も
い

た
だ
き
、
平
成
十
七
年
四
月
合
併
に
向
け
て
一

市
七
町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、
取
り
組
み
が

出
来
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
季
節
は
秋
で
す
。
十
月
の
好

天
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

第
八
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議

会
が
九
月
二
十
五
日
、
矢
島
町
の
日
新
館

で
開
か
れ
、
水
道
料
金
を
合
併
三
年
後
を

め
ど
に
統
一
、
下
水
道
料
金
を
平
成
二
十

三
年
を
め
ど
に
統
一
す
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
除
雪
体
制
の

引
継
方
法
に
つ
い
て
は
、「
新
市
に
お
い

て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
除
雪
計
画
を
策

定
し
、
充
実
に
努
め
る
」
こ
と
で
確
認
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
新
市
名
称
の
募
集

結
果
は
「
本
荘
市
」
が
最
多
の
三
五
％
だ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
今
後
は
四
十
一

人
の
委
員
が
応
募
さ
れ
た
名
称
か
ら
二
点

以
内
を
郵
送
で
投
票
、
年
内
に
は
最
終
決

定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

そ
の
他
の
協
議
で
は
、
▽
窓
口
の
諸
証

明
交
付
手
数
料
を
合
併
時
に
統
一
▽
指
定

文
化
財
や
美
術
館
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
―

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

第
9
回
合
併
協
議
会
は

東
由
利
町
で
開
催

と
　
き
　
10
月
27
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
東
由
利
町
「
有
鄰
館
」

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
は
合
併
３
年
後
を
め
ど
に
統
一

第
8
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

町
で
は
、
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
大
琴
の
分
譲

宅
地
を
購
入
す
る
際
、「
契
約
後
三
年
以



平
成
十
五
年
度
東
由
利
町
合
同

金
婚
式
が
九
月
十
二
日
、
有
鄰
館

で
行
わ
れ
、
出
席
し
た
十
二
組
の

ご
夫
婦
が
結
婚
五
十
年
の
節
目
を

祝
い
合
い
ま
し
た
。

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
の
は

昭
和
二
十
八
年
に
結
婚
し
、
今
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚
姻
五

十
年
と
な
る
十
八
組
の
ご
夫
婦
。

対
象
者
の
最
高
齢
は
男
性
が
七
十

九
歳
、
女
性
が
七
十
五
歳
、
最
若

齢
は
男
性
が
六
十
九
歳
、
女
性
が

六
十
六
歳
で
す
。

式
の
前
に
は
一
組
ず
つ
の
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
、
い
す
に
座
っ
た

奥
さ
ん
の
隣
に
旦
那
さ
ん
が
寄
り

添
う
よ
う
に
立
ち
ま
し
た
。
結
婚

式
以
来
、
二
人
で
写
真
を
撮
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
う
ご
夫
婦
も

多
く
、
少
し
照
れ
臭
そ
う
な
笑
顔

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

式
で
は
阿
部
幸
悦
町
長
と
遠
藤

忠
平
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
た
あ
と
、
出
席
さ
れ
た
金

婚
者
に
町
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦

が
結
婚
当
時
を
振
り
返
り
、
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
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▲祝い状を受け取るご夫婦

長谷山　松　藏（７８）　ミナエ（７０）�

小　松　安　男（７６）　喜　代（６９）�

小　松　次　男（７１）　マサノ（６６）�

畑　山　良　一（７７）　裕　子（７３）�

鈴　木　長　喜（７１）　チヤ子（７０）�

畑　山　作三郎（７６）　セ　キ（７２）�

遠　藤　一　男（７４）　サ　ト（７０）�

阿　部　　　要（７６）　アサヨ（７４）�

佐　藤　清　治（７２）　リ　ヱ（７０）�

小　松　文　雄（７１）　ハ　ツ（７０）�

小　松　　　茂（７９）　ハ　ナ（７１）�

阿　部　誠　一（７３）　キヨヱ（７０）�

小　野　行　雄（７９）　フミヨ（７５）�

長谷山　雄　悦（７２）　カ　ツ（７０）�

長谷山　二　郎（６９）　　禎　（６８）�

古　関　正　志（７４）　チ　ヨ（７２）�

佐　藤　徳　市（７５）　ユウ子（７２）�

小笠原　宇一郎（７６）　亮　子（６８）�

�

久　　保�

中　　通�

五 海 保 �

下 小 路 �

沼�

大　　琴�

野　　田�

横　　渡�

黒　　渕�

家 ノ 下 �

新　　町�

小　　倉�

土 場 沢 �

舘合新田�

船　　木�

松　　柴�

八 日 町 �

蔵 新 田 �

金婚カップル18組
（敬称略）



第
八
十
九
回
秋
田
県
畜
産
共
進

会
が
九
月
六
日
、
七
日
に
河
辺
町

の
県
中
央
家
畜
市
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

本
町
か
ら
出
陳
さ
れ
た
小
野
久

一
さ
ん
の
「
し
げ
こ
号
」
が
、
肉

用
牛
の
部
で
優
等
賞（
県
知
事
賞
）

に
輝
く
な
ど
、
東
由
利
町
産
牛
の

活
躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
出
陳
者
敬
称
略
）

◇
優
等
賞

し
げ
こ
（
小
野
久
一
・
須
郷
田
）

◇
一
等
賞

き
た
ふ
く
（
阿
部
正
・
大
台
）

ふ
く
む
す
め
、み
ゆ
き
、ひ
め
の
は

な（
黄
桜
和
牛
組
合
・
高
橋
新
一
）

◇
二
等
賞

い
に
ま
る
（
小
野
実
・
下
吹
）

か
ご
め
（
高
橋
重
四
郎
・
舘
合
新

田
）

◇
三
等
賞

ふ
く
は
る
３（
高
橋
時
郎
・
久
保
）
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第
八
回
由
利
郡
民
生
児
童
委

員
大
会
が
九
月
四
日
、
有
鄰
館

で
開
催
さ
れ
、
由
利
郡
内
の
民

第
89
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会
�

生
・
児
童
委
員
約
二
百
二
十
人

が
、
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
向
上

に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

同
大
会
は
、
市
町
村
合
併
に

向
け
て
由
利
郡
管
内
の
地
域
福

祉
の
現
状
を
把
握
し
、
民
生
・

児
童
委
員
が
住
民
の
立
場
に
立

っ
た
支
援
活
動
を
よ
り
協
力
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長

が
「
我
が
町
に
は
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
方
が
四
人
も
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
我
が
町
の
豊
か
な

水
と
空
気
、
そ
し
て
人
の
お
か

げ
。
民
生
・
児
童
委
員
の
方
々

に
は
今
後
も
こ
う
し
た
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

近
年
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど

も
や
家
庭
を
め
ぐ
る
問
題
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
住
民
に
最
も

近
い
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
民
生
・
児
童
委
員
の
活
動
に

は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲優等賞に輝いた小野久一さんの「しげこ号」

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
�

�
10
月
は
土
地
月
間�

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
活
動
を
強
化

第
8
回
由
利
郡
民
生
児
童
委
員
大
会

10／�25（土）・26（日）�
会場：有鄰館ほか�

【展示部門】�
　農産物展�
　商工展�
　児童生徒作品展�
　保健福祉展など�
【鑑賞・体験部門】�
　芸能ステージ発表�
　健康相談コーナー�
　包丁研磨サービスなど�
【お食事・販売部門】�
　商工会女性部（特製うどん、そば）�
　特産物振興会（漬物、あられなど）�
�

産業と文化の祭典� 受　　付：午前10時�
会　　場：宿河川公園�
参 加 費：無料�
申込締切：10月22日�
申込・お問い合わせ：�
　緑化推進委員会事務局（役場産業課）�
　　　　　　（�69－2116）�

会場：町民体育館�
縁日コーナー、こそだてコーナー、ミニミニ劇場など�



中
学
生
海
外
研
修
が
八
月
六
日
か
ら
九
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
東
由
利
中
学
校
の
生

徒
十
五
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ー
ス
ト
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
グ
リ
ー

ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
中
学
生
た
ち
と
引

率
教
員
と
し
て
同
行
し
た
小
松
郁
子
先
生
の

研
修
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

（
文
中
・
敬
称
略
）

引
率
教
員
　
小
　
松
　
郁
　
子

グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
の
生
徒
や
先
生
方
の
温

か
い
歓
迎
と
、
授
業
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
、
全
て
が
英

語
の
日
常
生
活
に
見
事
適
応
し
、
積
極
的
に
行

動
し
て
い
た
生
徒
た
ち
に
拍
手
を
送
り
た
い
。

小
　
松
　
周
　
平

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
釣
り
に
行
っ
た
こ
と

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
が
印
象
的
。
短

い
時
間
だ
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご

し
た
時
間
は
と
て
も
内
容
の
濃
い
も
の
に
な
っ

た
。

小
　
野
　
皓
　
大

僕
た
ち
が
披
露
し
た
歌
と
高
瀬
太
鼓
を
、
グ

リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
の
先
生
や
生
徒
た
ち
が
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
た
。
最
初
に
困
っ
た
の
は
、
本

場
の
英
語
が
速
く
て
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

佐
　
藤
　
さ
や
か

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い

て
、
食
文
化
と
気
候
の
違
い

を
感
じ
た
。
一
番
貴
重
な
体

験
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

過
ご
し
た
五
日
間
。
海
や
ボ

ー
リ
ン
グ
、
大
き
な
デ
パ
ー

ト
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
。
こ
の
体
験
を
何
か
に
生

か
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
。

長
谷
山
　
未
　
奈

外
国
の
男
の
人
が
レ
デ
ィ

ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
し
て
く
れ

る
と
い
う
の
は
本
当
だ
っ

た
。
機
内
で
は
ト
イ
レ
を
ゆ

ず
っ
て
も
ら
い
、
動
物
園
で

は
男
の
子
が
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
た
。
す
ご
く

感
動
。
で
も
今
回
の
研
修
で
日
本
の
良
さ
も
た

く
さ
ん
知
っ
た
。小

　
野
　
結
　
太

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
と
思
っ
た
が
、
逆
に

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り

そ
う
だ
っ
た
。
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
の
で
、

「
い
い
人
た
ち
に
出
会
え
て
幸
せ
」
と
感
動
し

た
。
ま
た
会
え
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
こ
の

思
い
出
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

高
　
橋
　
未
　
来

言
葉
と
生
活
習
慣
の
不
安
は
、
日
を
重
ね
る

ご
と
に
な
く
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
と
は
、
辞
典
を
使
い
な
が
ら
の
片
言
の
英
語

と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
本
場
の
英
語
や
文
化
に
触
れ
る
良
い
体
験

に
な
っ
た
と
思
う
。

佐
　
藤
　
大
　
地

グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
の
生
徒
た
ち
は
、
日
本

語
で
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を

し
た
り
し
て
く
れ
た
。
言
葉
の
違
う
国
で
生
活

す
る
の
は
、
と
て
も
大
変
だ
っ
た
が
、
一
生
心

に
残
る
最
高
の
思
い
出
に
な
っ
た
。

長
谷
山
　
祐
　
也

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒
は
と
て
も

明
る
く
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
の
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
授
業
を
見
学
で
き
た
。
ま
た
、

学
校
に
ダ
チ
ョ
ウ
や
羊
な
ど
た
く
さ
ん
の
動
物

が
い
て
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
。

高
　
橋
　
美
　
帆

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

っ
た
海
が
心
に
残
っ
た
。
と
て
も
青
く
澄
ん
で

い
て
、
砂
浜
も
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
た
海
は
、
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
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▲農業科で羊の毛を刈る

▲農業科で飼育している山羊にミルクを与える



な
い
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
う
。

浅
　
田
　
麻
理
奈

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
然
が
多
く
、
大
き
な

道
路
も
動
物
園
も
ほ
と
ん
ど
が
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
た
。
動
物
園
の
動
物
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
で
感
動
。
大

変
だ
っ
た
分
だ
け
思
い
出
も
で
き
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
良
か
っ
た
。

畠
　
山
　
愛
　
実

学
校
に
行
っ
て
授
業
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の

時
間
に
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
と
き
は
、
日

本
か
ら
き
た
私
た
ち
に
も
パ
ス
を
く
れ
た
の
で

嬉
し
か
っ
た
。
充
実
し
た
九
日
間
だ
っ
た
。

畑
　
山
　
早
　
希

日
本
と
の
違
い
に
苦
労
し
、
帰
り
た
く
な
っ

た
と
き
も
あ
っ
た
。
で
も
体
調
が
悪
く
な
っ
た

と
き
な
ど
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
気
を
使

っ
て
く
れ
た
り
、
心
配
し
て
く
れ
た
り
し
た
の

で
、
不
安
も
な
く
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
感
謝
し
た
い
。

畑
　
山
　
知
　
美

学
校
で
は
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
と
話
し
た
。

み
ん
な
と
て
も
優
し
く
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け

た
。
特
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
み
ん
な
で
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
こ
と
。
初
め
て
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
、
や
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に

と
て
も
楽
し
く
な
っ
て
き
て
試
合
で
も
動
く
こ

と
が
で
き
た
。阿

　
部
　
武
　
雅

学
校
で
は
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
見
学
し
た

が
、
授
業
時
間
が
長
く
て
大
変
。
僕
が
体
験
し

た
の
は
音
楽
の
授
業
で
、
自
分
で
曲
を
作
っ
た

こ
と
が
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
学
校
で
は
た
く
さ
ん
の
動
物
を
飼
育
し
て

い
る
こ
と
に
驚
い
た
。

仙
　
道
　
哲
　
也

農
業
科
で
牛
や
羊
な
ど
に
餌
を
や
っ
た
。
鶏

の
卵
の
二
十
個
分
と
い
う
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
に
は

驚
い
た
。そ
れ
か
ら
、搾
り
た
て
の
牛
乳
を
飲
み
、

昼
食
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ
た
。搾
り
た

て
の
牛
乳
は
と
て
も
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
。

▲初めて見る動物に感動

11 広報ひがしゆり　15.10.1

みどり保育園と永慶
保育園の運動会が９月
上旬にそれぞれ行われ
ました。園児たちが見
せてくれた頑張りを写
真で紹介します。
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発
し
、
湯
出
野
遺
跡
、
岩
館
の
大
イ
チ
ョ
ウ
、

ボ
ツ
メ
キ
湧
水
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
最

終
目
的
地
と
な
っ
た
い
こ
い
の
森
で
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
体
験
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
東
由
利
町
の

自
然
を
存
分
に
満
喫
し
ま
し
た
。

夜
に
な
る
と
「
弁
天
島
ほ
た
る
の
会
」
と

参
加
者
の
交
流
会
が
野
鳥
の
家
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
鴨
や
八
塩
そ
ば
、
山
菜
料

理
な
ど
町
の
特
産
品
が
並
ん
だ
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、
ボ
ツ
メ
キ
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
ま
た
、

昔
語
り
で
お
な
じ
み
の
石
渡
力
造
氏
が
紙
芝

居
を
披
露
し
、
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
、

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

▲交流会では石綿力造氏が紙芝居を披露

第
19
回
地
域
づ
く
り
団
体
研
修

交
流
会
秋
田
大
会
東
由
利
分
科
会

第
十
九
回
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交

流
会
秋
田
大
会
が
八
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
本
町

で
開
か
れ
た
分
科
会
で
は
、
地
域
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
「
弁
天
島
ほ
た
る
の
会
」（
阿
部
清

太
郎
会
長
）
が
、
遠
く
は
鹿
児
島
県
徳
之
島

か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県
内
外
か
ら
訪
れ

た
二
十
人
に
町
の
観
光
名
所
を
案
内
し
、
東

由
利
町
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
全
国
の
地
域
づ
く
り
団
体
の

交
流
を
深
め
、
そ
の
活
動
を
よ
り
活
発
化
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
県
内
十
二
市
町
村
の
分
科
会
、
中
仙
町

で
の
全
体
会
に
、
約
四
百
八
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

東
由
利
分
科
会
の
一
行
は
、「
弁
天
島
ほ

た
る
の
会
」
が
先
導
と
な
り
役
場
庁
舎
を
出

▲大イチョウに見入る参加者

「
石
沢
中
・
東
由
利
中
学
習
交
流
会
」
が

九
月
二
日
、
東
由
利
中
学
校
で
行
わ
れ
、
両

校
の
一
年
生
（
石
沢
中
二
十
四
人
、
東
由
利

中
二
十
九
人
）
が
互
い
の
学
校
を
紹
介
し
合

う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
学
習
交
流
会
は
、
平
成
十
七
年
度
の

市
町
村
合
併
で
同
じ
市
と
な
る
中
学
校
同
士

の
交
流
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

交
流
会
の
後
に
は
、
自
己
紹
介
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
英
語
の
授
業
が
実
施

さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
授
業
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

石
沢
中
と
東
由
利
中
の
学
習
交
流
会

▲英語の授業を楽しんだ石沢・東由利中の一年生

町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
光
苑
に
入
所

し
て
い
る
佐
藤
ア
キ
さ
ん
が
、
九
月
四
日
に

百
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
明
治
三
十
五
年
に
旧
下
郷
村

老
方
で
生
ま
れ
、
昭
和
二
年
に
結
婚
、
平
成

十
年
か
ら
東
光
苑
に
入
所
し
て
い
ま
す
。

東
光
苑
で
は
施
設
を
あ
げ
て
佐
藤
さ
ん
の

誕
生
日
を
祝
福
。
町
か
ら
は
阿
部
幸
悦
町
長

が
か
け
つ
け
、
長
寿
祝
い
金
と
お
祝
い
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
目
と
足
が
少
し
不
自
由
な

以
外
は
健
康
で
食
欲
も
旺
盛
。
町
長
か
ら
の

祝
い
状
も
し
っ
か
り
と
受
け
取
り
ま
し
た
。

佐
藤
ア
キ
さ
ん
に
祝
い
状

▲阿部町長から祝い状を受け取る佐藤さん



13 広報ひがしゆり　15.10.1

第
二
十
四
回
民
謡
民
舞
秋
田
県
連
合
大
会
が

九
月
十
四
日
、
東
由
利
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、県
内
か
ら
約
四
百
人
が
出
場
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
藤
丸
東
風
氏
、
浅
野
和
子

氏
、
阿
部
洋
二
氏
ら
町
出
身
者
も
出
演
し
、
自

慢
の
の
ど
や
踊
り
で
会
場
に
詰
め
か
け
た
八
百

人
の
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

結
果
、
秋
田
中
央
支
部
の
藤
原
美
幸
さ
ん
が

総
合
優
勝
を
飾
り
、
来
年
十
月
に
東
京
・
両
国

国
技
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

▲藤丸東風氏（左）と佐々木實氏が由利荷方節を披露

第
24
回
民
謡
民
舞
秋
田
県
連
合
大
会

秋
の
選
抜
社
会
人
野
球
大
会
が
九
月
十
五

日
、
町
民
野
球
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
夏

の
大
会
の
一
回
戦
を
勝
ち
抜
い
た
八
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
宿
と
秋
田
ル
ビ
コ
ン
の
戦
い
と

な
り
、
宿
が
十
二
対
四
で
見
事
、
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
賞
は
最
高
殊
勲
選
手
賞
に
高

瀬
和
幸
さ
ん
（
宿
）、
優
秀
選
手
賞
に
大
日

向
正
さ
ん
（
秋
田
ル
ビ
コ
ン
）、
敢
闘
選
手

賞
に
長
沼
利
文
さ
ん
（
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
）、
阿
部
善
和
さ
ん
（
玉
新
ラ
イ
ン
ズ
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

秋
の
選
抜
社
会
人
野
球
大
会

▲優勝を果たした宿

新
町
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
九
月
十
八

日
、
新
町
自
治
会
館
で
開
か
れ
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
増
設
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
住
民
三
十
人
ほ
ど
が
参
加
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
に
関
連
し
て
、

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
ら
ぬ
ゴ
ミ
が
カ
ラ
ス

な
ど
に
よ
り
散
乱
し
、
衛
生
面
で
問
題
。
増

設
や
出
し
方
の
指
導
を
」
と
い
っ
た
要
望
の

ほ
か
、
上
小
路
の
道
路
拡
張
、
合
併
後
の
自

治
会
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く

の
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
町
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲活発な意見交換が行われた新町自治会フォーラム

八
塩
小
学
校
「
水
辺
の
教
室
」

▲水生生物を探す児童たち

八
塩
小
学
校
と
若
美
町
鵜
木
小
学
校
の
五

年
生
児
童
に
よ
る
「
水
辺
の
教
室
」
が
九
月

十
日
、
宿
河
川
公
園
や
八
塩
い
こ
い
の
森
で

行
わ
れ
、
両
校
の
児
童
が
水
や
水
生
生
物
の

学
習
を
通
し
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
東
由
利
町

の
自
然
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎

年
町
内
の
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

他
校
と
合
同
で
行
っ
た
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。

教
室
の
後
に
開
か
れ
た
交
流
会
で
は
、
児

童
た
ち
の
名
刺
交
換
や
八
塩
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
町
・
学
校
紹
介
が
行
わ
れ
、
両
校
の

児
童
が
積
極
的
に
触
れ
あ
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
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◎「口座振替」が便利です
忙しくて、ついつい納付を忘れてしま

う…そんな方は「口座振替」をご利用く
ださい。毎月、金融機関などの窓口に行
く手間が省け、口座から自動的に引き落
としされるので、納め忘れがなく便利で
す。手続きは、国民年金の納付案内書・
預貯金通帳・通帳に使用している届出印
を預貯金口座のある金融機関の窓口へご
持参ください。
◎便利でお得な「前納制度」
国民年金には、将来の一定期間の保険

料を一括して納めることのできる「前納
制度」があります。前納すると、納め忘
れの心配がなくなり、保険料が割り引き
されるので、大変お得です。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

「口座振替」や
「前納」を
お勧めします！

高血圧や高脂血症、糖尿病などの生活習慣病の多くは、
「沈黙の病気」と言われ、自覚症状がほとんどないままに進
行します。そのため、長い間気付かれずに放置されることが
多く、突然の激しい発作に襲われるなど、深刻な結果を招く
こともあります。
次の５つのポイントを参考に、あなたの生活習慣を見直し、
生活習慣病の予防に努めましょう。
《生活習慣病予防のポイント》
１．食事は薄味、栄養のバランス、腹八分目を心がける。
２．日常生活の中に適度な運動を
習慣づける。

３．休息を十分にとり、趣味を楽
しむなどストレスを上手に解
消する。

４．禁煙する。（たばこに含まれる
発ガン物質は200種類以上）

５．１週間に１日の休肝日をとる。

「薄味・運動・休息・禁煙・休肝」

町では「普通徴収」の方（介護保険料を納付書で納める方）に口座振替をお勧めしています。

口座振替の手続きは「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、金融機関に提出するだけです。

これにより口座振替が開始されるのは手続きを行った日の

翌月分の介護保険料からですのでそれまでは納付書で納めて

頂くことになります。（※手続きを行った日によっては翌々

月からとなる場合もあります。）よってご質問の場合は９月

分の保険料から口座振替となります。

口座振替の振替日は各月の25日です。お忘れのないように

お願いします。

A.

８月に介護保険料の口座振替の手続きを行いましたが、９月に

なり先月分の保険料が納められていないと督促状が来ました。

いつから口座振替が始まるのでしょうか。
Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,130

3,700

2,200

―

36cmについては、材質次第の取引となり全般に低調だったが、14～22cm、
24～34cmは好値でほぼ完売。量産工場、地元勢、県外勢4社も参加し、引き合
いも強い。国有林80年生の葉枯し材（14～22cm）は4160円／石をつけた。

（
平
成
十
五
年
九
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

九
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
26

14

40

平均体重
303kg

274kg

293kg

平均価格
477,992円
368,250円
439,583円

kg当単価
1,501円
1,283円
1,425円

去　勢
雌

金　額
615,300円
395,850円

父
平茂勝
糸　福

母の父
北国7の8
紋次郎

母の祖父
安福165の9
北国7の8

戦
後
造
林
さ
れ
た
ス
ギ
人
工
林
の

多
く
が
主
伐
や
間
伐
の
時
期
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
木
材
価
格

の
低
迷
か
ら
手
入
れ
不
足
の
林
が
多

く
な
り
、
森
林
害
虫
に
よ
る
立
木
の

被
害
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林

組
合
だ
よ
り
第
四
十
五
号
に
よ
る

と
、「
ト
ビ
ク
サ
レ
」「
ガ
ニ
ク
サ
レ
」

と
い
わ
れ
る
材
の
変
色
や
腐
朽
が
多

い
た
め
、
製
品
に
な
ら
な
い
原
木
が

増
え
て
き
て
い
る
と
警
告
し
て
い
ま

す
。「

ト
ビ
ク
サ
レ
」
の
原
因
と
な
る

森
林
害
虫
は
、
ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ
ト
ラ

カ
ミ
キ
リ
で
林
業
上
で
は
重
要
な
害

虫
で
あ
り
、
材
質
劣
化
害
虫
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
は
六
月
頃
に
現

わ
れ
、
ス
ギ
枝
の
死
節
や
枯
枝
の
く

ぼ
み
に
産
卵
し
ま
す
。
孵
化
し
た
幼

虫
は
、
幹
の
中
心
へ
向
か
っ
て
穿
孔

し
、
材
断
面
か
ら
見
る
と
小
判
型
の

穴
を
あ
け
、
こ
こ
か
ら
周
辺
に
ボ
タ

ン
花
状
の
変
色
が
入
り
、
材
の
価
値

を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

防
除
法
と
し
て
は
、
適
正
な
間
伐

や
枝
打
ち
、
枯
枝
の
切
り
落
と
し
が

大
切
で
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長
　
佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

ス
ギ
ノ
ア
カ
ネ

ト
ラ
カ
ミ
キ
リ

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

津軽三味線 夢弦会～心ゆさぶる魂の響き～
�と　き…10月22日(水) 18:00開場
�ところ…アクアパル
�入場料…一般2,000円（当日2,500円）

学生1,500円（当日2,000円）
アクアパル　�２２－５６１１

米まつり
�と　き…11月１日(土)～３日(月)
�ところ…本荘市市民第２体育館
�内　容…１日９:３０開会式（マーチング

バンド、新米プレゼント）、ちび
っこ広場、笹巻き体験コーナー
など

本荘市農林水産課　�２４－６３０３

岩城町から

第11回あまさぎワインまつり
�と　き…10月５日(日) 12:00
�ところ…天鷺村内芝生広場
�内　容…カナダ仕込みのケベック・キャ

ンコ鍋、各種イベント（天鷺村
の入場料は無料）

�参加費…前売券2,500円、当日券3,000円
あまさぎワインまつり実行委員会

�７４－２１００

2003真田サミット IN 岩城
�と　き…10月12日(日)  10:00～17:00
�ところ…亀田城、天鷺村、亀田町民体育館
�内　容…◇お茶会、講演「お茶の心で人

づくり、まちづくり」講師:茶道
裏千家 今日庵 業躰 阿部宗正氏、
餅まきなど◇参加無料

岩城町情報企画課　�７３－３１７１

由利町から

ザ・股旅 iｎゆりの里
�と　き…10月19日(日) 10:00開場
�ところ…由利中学校体育館
�内　容…◇股旅舞踊を一同に会し迫力あ

る舞台を展開◇入場券1,500円
（当日券2,000円）

由利町商工会女性部　�５３－３３１４

仁賀保町から

電子工作教室「ICラジオをつくろう」
�と　き…10月19日(日) 11:00～15:30
�ところ…県立大学本荘キャンパス
�対　象…小学３年生～中学生25人
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

虫型ロボット競技会
�と　き…10月26日(日) ９:30～15:00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…虫型センサーロボットのプログ

ラミングと競技
�対　象…小学４年生～中学生（親子15組）
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

鳥海町から

第26回紅葉まつり
�と　き…10月12日(日)～19日(日)
�ところ…法体園地（鳥海町百宅字奥山）
�内　容…◇12日「前の沢太鼓」保存会に

よる勇壮な和太鼓演奏、魚つか
みどりなど◇19日民謡同好会に
よる民謡、キノコが当たる抽選
会など

鳥海町観光協会　�５７－２０６９

矢島町から

花立秋まつり
�と　き…10月12日(日) ９:00～14:00
�ところ…矢島町花立公園牧場
�内　容…ウォークラリーアドベンチャー、

釣り大会、さぬきうどん早食い
大会など

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

第49回ゆりまつり
�と　き…11月２日(日)～３日(月)
�ところ…善隣間、町民体育館ほか
�内　容…◇農産物や文芸作品、愛蔵美術

書画の展示、町芸術文化協会合
同芸能発表会など

由利町企画商工課　�５３－２１１１

大内町から

第47回大内町民祭
�と　き…10月25日(土)～26日(日)
�ところ…役場敷地内の各施設および駐車

場特設開場ほか
�内　容…町民総参加の産業、文化の祭典
大内町社会教育課　�６５－２２１０

にぎり芋イベント
�と　き…10月25日(土) 10:00
�ところ…農産物直売所ひまわり会
�内　容…にぎり芋汁試食、にぎり芋展示
農産物直売所ひまわり会 �６２－１１２６

大内さん「牛肉堪能まつり」
�と　き…10月12日(日) 10:30～14:00
�ところ…「ぽぽろっこ」向かい交流広場
�内　容…即売コーナー、焼肉コーナー

（役場）
大内町産業課　�５３－２１１６
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こ
の
つ
ど
い
は
年
に
一
度
、
野
焼
き

会
場
に
集
ま
り
、
自
作
の
陶
芸
作
品
を

焼
く
も
の
。
昭
和
五
十
二
年
、
神
岡
町

を
皮
切
り
に
始
め
ら
れ
た
秋
の
風
物
詩

の
一
つ
で
今
回
二
十
七
回
を
む
か
え
ま

し
た
。

当
日
は
陶
芸
愛
好
者
の
ほ
か
、
地
元

八
塩
小
児
童
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
パ
交
流

事
業
参
加
者
な
ど
、
全
県
か
ら
二
百
五

十
余
名
が
参
加
、
世
界
で
一
つ
、
自
分

だ
け
の
作
品
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

点
火
後
、
約
四
時
間
。
作
品
が
灰
の

下
か
ら
出
て
く
る
た
び
に
、
歓
声
を
上

げ
る
人
、
冷
め
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
手

に
と
る
人
た
ち
の
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
参

加
者
た
ち
は
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
、
八
塩
い
こ
い
の
森
で
秋
の
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
野
焼
き
作
品
は
十
月
二
十
五
日

（
土
）、
二
十
六
日
（
日
）
の
両
日
、
有

鄰
館
で
行
な
わ
れ
る
生
涯
学
習
作
品
展

で
も
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

八
月
十
日
に
町
民
体
育
館
で
、

ま
た
九
月
二
十
一
日
八
塩
い
こ
い

の
森
で
、
秋
田
県
主
催
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
パ
パ
交
流
事
業
が
開
催
さ
れ
、

延
べ
百
二
十
四
名
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
父
親
の
家
庭
教
育

参
加
を
目
的
に
、
日
頃
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
な
父
と
子
の
交
流
を

共
通
の
体
験
を
通
し
て
行
な
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。

本
町
で
は
陶
芸
制
作
を
行
な
い

ま
し
た
。
ま
ず
八
月
に
作
品
を
制

作
し
、
ひ
き
つ
づ
き
九
月
に
行
な

わ
れ
る
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い

で
、
作
品
を
焼
い
て
完
成
、
と
い

う
も
の
で
す
。

八
月
の
作
品
制
作
で
は
講
師
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
親
子
共
々

汗
を
流
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し

た
。九

月
の
野
焼
き
で
は
野
焼
き
体

験
の
ほ
か
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
が
八
塩
小
三
〜
六
年
児
童
と
ス

ポ
ー
ツ
を
中
心
に
し
た
交
流
会
を
、

ま
た
同
時
に
保
護
者
に
よ
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
陶
芸
体
験

を
通
じ
て
感
じ
た
事
、
日
頃
の
子

育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
、
率
直

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
、
短
時
間
で
八
塩
小
児
童

に
溶
け
込
む
子
ど
も
の
姿
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
概
ね
好
評
で
し
た
。

子
育
て
は
日
常
の
交
流
か
ら
。

こ
の
事
業
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、

新
し
い
親
子
の
関
係
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

陶
芸
で
親
子
交
流
を
…

県
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
パ

交
流
事
業

▲8/10 町民体育館での陶芸作品制作から

▲9/21 八塩いこいの森での子ども交流会から

▲世界に一つの作品が完成

▲児童らの作品が出来上がった。「ワタシの作品！」▲もうもうと立ち上る白煙▲作品が出るたび歓声が起こる

秋
の
風
物
詩

楽
し
む

「
縄
文
土
器
の
も
つ
お
お
ら
か
な
美
し
さ
、
明
る
さ
を

現
代
に
再
現
し
よ
う
」
と
行
な
わ
れ
て
い
る
全
県
野
焼
き

を
楽
し
む
つ
ど
い
。
今
年
も
九
月
二
十
一
日
、
八
塩
い
こ

い
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
27
回
全
県
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い
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▲参加者全員での記念撮影

年
に
一
度
の
テ
レ
ビ
塔

老
方
分
館
歩
こ
う
会

九
月
七
日
、
秋
空
の
も
と
、
第
三
回

横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
実

施
さ
れ
、
東
由
利
、
雄
物
川
両
町
民
は

じ
め
、
県
内
外
か
ら
百
三
十
余
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
雄
物
川
町
二
井
山
か
ら

東
由
利
町
ま
で
の
約
十
二
キ
ロ
を
歩
く

こ
と
で
、
横
荘
線
に
携
わ
っ
た
先
人
の

業
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
参
加
者
自

身
の
体
力
作
り
を
行
な
う
も
の
。

参
加
者
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、

仲
間
と
語
ら
い
つ
つ
、
自
然
を
大
い
に

満
喫
し
ま
し
た
。

▲秋空のもと元気に歩く参加者たち

横
荘
線
で
自
然
を
満
喫

第
三
回
横
荘
線
メ
モ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

九
月
十
四
日
、
老
方
分
館
（
畠
山
明

分
館
長
）
主
催
に
よ
る
歩
こ
う
会
が
実

施
さ
れ
、
老
方
地
区
の
皆
さ
ん
、
わ
く

わ
く
サ
ー
ク
ル
会
員
な
ど
五
十
余
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
毎
年
こ
の
時
期
に
行
な
わ

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
老
方
館
か
ら

テ
レ
ビ
塔
ま
で
の
片
道
四
キ
ロ
を
往
復

す
る
も
の
で
す
。

途
中
、
雨
が
降
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
無
事

テ
レ
ビ
塔
へ
。
眼
下
に
広
が
る
町
の
風

景
に
参
加
者
た
ち
は
し
ば
し
疲
れ
を
忘

れ
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ビーズアクセサリー作りに取り組む会員

モ
ノ
づ
く
り
で
養
う
生
き
る
力

こ
と
ぶ
き
大
学
で
は
毎
月
様
々
な
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
六
日
、
毎
年
恒
例
の
移
動

研
修
が
行
な
わ
れ
、
八
十
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
研
修
先
は
山
形
県
遊
佐
町

の
十
六
羅
漢
で
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

も
よ
う
の
空
で
し
た
が
、
参
加
者
は
大

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
九
月
十
六
日
に
は
八
塩
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
講
習
会
、

ゲ
ー
ム
実
習
が
行
な
わ
れ
、
四
十
三
名

が
楽
し
み
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
快
晴

と
い
う
事
も
あ
り
、
の
び
の
び
と
プ
レ

イ
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

▲十六羅漢での研修から

充
実
し
た
こ
と
ぶ
き
活
動こと

ぶ
き
大
学

八
月
二
十
三
日
、
わ
く
わ
く
サ
ー
ク

ル
で
手
芸
・
工
作
教
室
が
行
な
わ
れ
、

児
童
三
十
三
名
が
参
加
、
ビ
ー
ズ
ア
ク

セ
サ
リ
ー
と
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
に
励
み

ま
し
た
。
ビ
ー
ズ
は
手
先
の
器
用
さ
が

重
要
で
す
。
ど
の
児
童
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
九
月
六
日
に
は
、
三
ヶ
月
近
く

か
け
て
制
作
し
た
陶
芸
作
品
が
講
師
か

ら
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ど

れ
も
手
塩
に
か
け
た
大
切
な
作
品
。
笑

顔
で
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

聖
霊
高
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
が

や
っ
て
く
る

ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭

今
年
第
十
一
回
を
迎
え
る
ひ
が

し
ゆ
り
音
楽
祭
。
従
来
の
町
内
外

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
小
中
学
生

発
表
に
加
え
て
、
全
国
的
に
有
名

な
聖
霊
高
校
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
が
や

っ
て
き
ま
す
。
秋
の
一
日
、
音
楽

に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
時
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

午
後
一
時
〜

●
場
　
所
　
東
由
利
中
体
育
館

●
内
　
容
　
コ
ー
ラ
ス
発
表
ほ
か

●
入
　
場
　
無
料

あ
な
た
の
作
品

発
表
し
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
作
品
展

日
頃
作
っ
て
い
る
作
品
（
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
写
真
、

模
型
等
な
ど
）
を
秋
ま
つ
り
生
涯

学
習
作
品
展
に
出
品
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
日
　
時
　
十
月
二
十
五
日
（
土
）

〜
二
十
六
日
（
日
）

●
場
　
所
　
有
鄰
館
二
階
集
会
室

●
内
　
容
　
作
品
種
類
問
わ
ず

●
参
加
料
　
無
料

※
音
楽
祭
、
生
涯
学
習
作
品
展
の

お
問
合
せ
は
教
育
文
化
課
生
涯
学

習
係
（
�
六
九
―
二
三
一
〇
）
ま
で

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
活
動
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

古
戦
場
大
音
声
の
百
舌
の
声
　
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

風
雨
に
た
え
漆
館
に
秋
日
射
す
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

木
も
れ
日
に
水
引
草
の
影
ゆ
れ
る
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

秋
涼
し
蔵
の
か
ま
ち
の
浄
め
塩
　
　
　
　
　
家
の
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

由
緒
あ
る
梁
に
影
お
く
秋
の
句
座
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

夢
つ
な
ぎ
古
代
名
家
の
秋
の
れ
ん
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

夢
潰
え
本
丸
跡
の
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

毛
深
き
は
蝦
夷
の
裔
か
も
白
鳥
来
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

秋
の
雲
柏
手
打
つ
や
大
杉
根
　
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

雁
の
橋
三
ッ
重
ね
て
風
わ
た
る
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

雄
叫
び
の
絵
巻
連
な
る
萩
の
庭
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

葦
の
穂
を
風
が
誘
う
古
戦
場
　
　
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

合
戦
図
八
草
薫
る
砦
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

義
家
の
鎮
め
し
地
と
や
昼
の
虫
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

義
家
の
史
跡
に
迫
る
秋
の
声
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

鳥
渡
る
影
幽
か
な
り
古
戦
場
　
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

何
気
な
く
頬
過
ぐ
風
も
秋
め
け
り
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

藤
原
の
つ
わ
も
の
凛
と
天
高
し
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

古
戦
場
沼
ほ
と
ぼ
り
の
葦
は
穂
に
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

秋
の
声
平
安
の
風
思
わ
せ
る
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
遠
　
藤
　
　
　
実

鴨
と
り
屁へ

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
と

っ
て
も
仲
の
い
い
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が

住
ん
で
お
り
、
わ
ず
か
の
田
圃
を
朝
早

く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
一
所
懸
命
耕
し
て

い
る
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
働
き
者
の
爺
さ
ま
な
の
で

す
が
、
た
っ
た
一
つ
心
配
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
腰
を
か
が
む
と
ど

う
し
た
こ
と
か
、
と
め
ど
な
く
ブ
ホ
ー

ッ
、
ブ
ホ
ー
ッ
と
屁
の
出
る
く
せ
が
あ

る
こ
と
で
し
た
。

あ
る
秋
の
晴
れ
た
朝
の
こ
と
。
婆
さ

ま
が
「
爺
さ
ま
や
、
も
う
み
ん
な
の
家

で
は
稲
刈
り
が
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。
う

ち
も
そ
ろ
そ
ろ
稲
刈
り
し
よ
う
や
」
と

言
う
と
、
う
か
ぬ
顔
の
爺
さ
ま
は
「
稲

刈
り
始
め
て
も
い
い
が
、
腰
を
か
が
む

と
屁
が
出
る
も
ん
で
婆
さ
ま
に
気
の
毒

で
な
ぁ
」
す
る
と
婆
さ
ま
は
「
そ
う
だ
、

い
い
こ
と
に
気
付
い
た
…
。爺
さ
ま
や
、

お
尻
に
栓
を
す
る
と
屁
も
出
な
い
か
ら

安
心
し
て
稲
刈
り
が
で
き
る
よ
」
爺
さ

ま
は
尻
に
栓
を
し
、
鎌
を
片
手
に
腰
を

か
が
め
な
が
ら
稲
を
刈
る
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
朝
に
彼ひ

岸
入い

り
の
ボ
タ

餅
を
少
し
食
い
過
ぎ
た
の
か
、
腹
が
張

っ
て
屁
が
出
か
か
っ
て
き
て
、
ど
う
に

も
我
慢
な
ら
ず
困
っ
て
い
る
う
ち
に
、

爺
さ
ま
は
特
大
一
発
ブ
ホ
ー
ッ
と
や
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
す
る
と
、
そ

の
拍
子
に
尻
の
栓
が
抜
け
て
、
田
圃
の

稲
穂
め
が
け
て
飛
び
降
り
て
き
た
鴨
に

当
た
り
、
鴨
は
コ
ロ
リ
と
死
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
し
た
。「
お
や
お
や
、
こ
れ

は
可
哀
想
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
わ

い
」
と
驚
い
て
い
る
爺
さ
ま
で
す
。

そ
の
晩
、
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が
お
い

し
い
鴨
鍋
を
作
っ
て
食
べ
て
い
る
と
、

隣
の
欲
張
り
婆
ッ
コ
が
や
っ
て
き
て
、

「
い
い
匂
い
が
す
る
と
思
っ
た
ら
鴨
鍋

だ
。
一
杯
ご
ち
そ
う
に
な
り
た
い
な
ぁ

…
」
二
人
が
「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
言

う
と
、
欲
張
り
婆
ッ
コ
図
々
し
く
て

「
こ
れ
は
お
い
し
い
」
と
何
杯
も
何
杯

も
お
か
わ
り
を
す
る
の
で
し
た
。

家
に
帰
っ
た
欲
張
り
婆
ッ
コ
は
、
隣

り
の
爺
さ
ま
が
尻
の
栓
で
鴨
を
と
っ
た

こ
と
を
爺
ッ
コ
に
話
し
ま
し
た
。
次
の

日
の
朝
、
欲
張
り

な
二
人
は
早
速
や

っ
て
み
よ
う
と
爺

ッ
コ
の
尻
に
栓
を

詰
め
、
欲
張
り
婆

ッ
コ
は
大
き
な
屁

が
出
る
よ
う
に

と
、
爺
ッ
コ
の
腹

が
張
り
裂
け
る
ほ

ど
南
瓜
汁
を
食
べ

さ
せ
る
の
で
し

た
。爺

ッ
コ
が
田
圃

に
出
か
け
、「
早

く
鴨
が
飛
び
降
り
て
こ
な
い
か
な
ぁ

…
」
と
待
っ
て
い
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
飛

ん
で
こ
な
い
。
家
で
留
守
番
の
婆
ッ
コ

は
、そ
ろ
そ
ろ
鴨
を
と
っ
た
頃
と
思
い
、

様
子
を
う
か
が
い
な
が
ら
田
圃
に
来
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
爺
ッ
コ
は
、
畔
の
あ

た
り
で
ガ
サ
ガ
サ
音
が
す
る
の
で
、
今

だ
っ
と
ば
か
り
音
の
す
る
方
に
尻
を
向

け
、
轟
方
一
発
ブ
ホ
ー
ッ
と
放
っ
た
。

す
る
と
栓
は
勢
い
よ
く
飛
ん
で
、
婆
ッ

コ
の
な
じ
き(

ひ
た
い)

に
当
た
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。「
そ
れ
っ
鴨
に
命
中

し
た
ぞ
っ
」
と
急
い
で
駆
け
寄
っ
て
見

た
ら
、
婆
ッ
コ
が
気
を
失
っ
て
倒
れ
て

い
ま
し
た
。
息
を
吹
き
返
し
た
欲
張
り

婆
ッ
コ
は
天
罰
と
悟
り
、
別
人
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

遠
藤
猪
一
郎
氏
（
小
倉
・
故
人
）
語

り
よ
り

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

七
六
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ま　み　こ�

板　垣　磨生子ちゃん�
　　（大琴・10ヵ月）�
お父さん：武志さん�
お母さん：清子さん�
お話し：清子さん� 高　橋　美

み

和
わ

さん（船木・20歳）

―職業は

西目町の建設会社「三浦組」の事務をしています。
―休日の過ごし方は

友達と映画を観に行ったりします。
―自分の性格は

元気です。
―理想のタイプは

男らしくて、一緒にいて楽しい人が好きです。
―家族に一言

いつもお世話になっています。これからも温かい目
で見守ってください。

名前の由来は？
「２人の姉のときと同じ盛岡の産婆さんにお願いして自宅出
産をしました。その産婆さんのお子さんが「まみこ」さん
という方だったので、そのお名前を頂きました」
最近のエピソードは？
「この頃は、家族の中で一番に早起きをして遊んでいます」
本人の性格は？
「ガンコで気が強そうです。どしっとしていて落ち着いてい
る気がします」
どんなふうに育ってほしいですか？
「まめで達者に、友達をいっぱい作って、感受性豊かに自分
を広げていってほしいです」
お父さんとお母さんから磨生子ちゃんへひとこと
「元気に育ちますように…」

本町は平成16年に合併50年、町制施行30周年を迎えます。
さらに本荘由利１市７町の合併協議が進んでおり、平成16
年度が東由利町として最後の年となる可能性を秘めていま
す。このため、これまでの50年を振り返り、東由利町の歴
史を整理するとともに、本町の自然や人々を後世に残すた
め記念誌を作成するものです。�

掲載する作品数は、俳句が50～60点、詩・エッセイは合わ
せて20点程度を予定しています。なお、応募多数の場合は
審査により選考させていただきます。�

町のイベントや四季折々の風景、人々の日常生活などにま
つわる俳句・詩・エッセイ。�

俳句…五・七・五�
詩・エッセイ…100～150字程度�

東由利町の町民であること�

原稿の返却はしません。�

記念誌作�
成の目的�

原 稿 の �
仕　　様�

役場企画課  〒015－0295  東由利町老方字橋脇112�
TEL：69－2113  E-mail：kikaku @town.higashiyuri.akita.jp

申し込み･�
問合せ先�

原 稿 の �
取り扱い�

応募資格�

募集内容�

選　　考�

平成15年10月1日～11月15日�募集期間�

郵送、電子メール。または、役場企画課に持参ください。�応募方法�

町では、平成16年に発行する記念誌の作
成にあたり、町民の皆様から記念誌に掲載
する俳句・詩・エッセイを募集します。町
のイベントや四季折々の風景、人々の日常
生活にまつわる出来事や想いを、あなたの
言葉で描いてみませんか。



住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

8月末人口�前月比�

2,338�

2,507�

4,845�

1,372

－  5�

－  8�

－13�

－  1

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

8月異動人数�1月からの累計�

1�

11�

5�

8

12�

51�

49�

86

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

16�

0�

0�

0�

0�

0

2�

104�

1�

0�

1�

0�

2

８　月�
発生数�

1月から�
の累計�

15.10.1 広報ひがしゆり　20

日
本
全
土
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
路
傍
や
畑
な
ど
、
ど
こ

に
で
も
見
ら
れ
る
一
年
草
で
、
茎
も
節
の
近
く
は
赤
味
を
帯
び
て

い
ま
す
。
高
さ
は
30
〜
40
�
�
く
ら
い
。
９
月
か
ら
10
月
ご
ろ
葉

掖
や
茎
頂
に
花
穂
を
出
し

て
、
紅
紫
色
で
５
深
裂
の

小
花
を
び
っ
し
り
と
つ
け

ま
す
。
葉
は
披
針
形
で
、

油
滴
が
あ
り
ま
す
。
今
は

見
か
け
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
が
小
さ
か
っ
た
頃
、
女

の
子
が
マ
マ
ゴ
ト
で
ア
カ

ノ
マ
ン
マ
と
言
っ
て
使
っ

た
り
し
た
も
の
で
し
た
。

辛
み
が
な
く
、
役
に
立
た

な
い
蓼
と
い
う
こ
と
で
、

和
名
「
犬
蓼
」
に
な
り
ま

し
た
。

3日�　予防接種（集団・ポリオ）
5 日�　第19回本荘市由利郡コー

ラスグループ交流会
町民パークゴルフ大会
由利郡母子福祉大会

7 日�　3歳児健診
8 日�　パークゴルフ講習会

（～15日）
機能訓練教室

10日�　就学児健診
11日�　東中祭

わくわくサークル（理科
教室）

13日�　体育の日
14日�　予防接種（日本脳炎）
16日�　食生活改善講習会
17日�　三ツ森山林道開通式・祝

賀会
由利郡身体障害者福祉大会

19日� 東光苑秋まつり
22日�　パークゴルフオープンコ

ンペ
23日�　予防接種（日本脳炎）
25日�　秋まつり（～26日）

植樹祭（宿河川公園）
ことぶき大学（秋まつり
見学会）

26日�　第11回ひがしゆり音楽祭
27日�　第9回本荘由利一市七町

合併協議会
28日�　予防接種（個別・追加）
30日�　フレッシュ教室

東
由
利�

イ
ヌ
タ
デ

（
タ
デ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.224

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
重
一
さ
ん
（
鳥
海
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
藤
誠
喜
さ
ん
（
蔵
新
田
）、
高
橋
新
一
さ

ん
（
須
郷
）、
長
沼
荘
太
郎
さ
ん
（
新
町
）、

小
松
正
雄
さ
ん
（
舘
合
新
田
）、
遠
藤
明
博

さ
ん
（
五
海
保
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

9月23日の早朝、テレビ塔に写真を撮
りに行きました。夜明けとともに、どん
どん変わっていく目の前の光景に感激！
自分と向かい合わせにそびえる八塩山か
らの景色もきれいだったに違いありませ
ん。
次は山頂に一泊して、八塩山からの夜

明けを見てみたいです。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

８
／24
高
　
沢
　
　
　
颯

は
や
て

く

ん〈

敦
　
〉
黒
　
渕

孝
　
子

８
／26
櫛
　
野
　
友ゆ

う

那な

ち
ゃ
ん〈
善
　
健
〉
下
小
路

寿
保
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

９
／６
小
　
松
　
喜
　
恒
さ
ん

）
下
　
通

小
　
松
　
直
　
子
さ
ん

本
荘
市

９
／12
畠
　
山
　
和
　
憲
さ
ん

）
新
　
町

佐
　
藤
　
純
　
子
さ
ん

矢
島
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

８／22
佐
藤
サ
ガ
ミ
さ
ん
（
83
）
好
　
吉
･

母
　
・
須
郷
田

８／24
阿
部
　
冨
三
さ
ん
（
83
）
フ
　
ミ
･
夫
・
十
二
ノ
前

８／28
渡
辺
　
サ
キ
さ
ん
（
68
）
良
　
吉
･

妻
　
・
向
　
田

８／31
高
橋
喜
久
男
さ
ん
（
77
）
新
　
一
･

父
　
・
須
　
郷
　

９／３
遠
藤
　
　
明
さ
ん
（
44
）
美
八
子
･

夫
　
・
新
　
処

９／６
小
松
　
　
歳
さ
ん
（
83
）
正
　
雄
･
母
・
舘
合
新
田

「食べてしまうのが惜しいくらいのかわいいコ

ブ付きトマトが採れました。」

みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　家ノ下　安　倍　ヨネミさん

お
わ
び
と
訂
正

９
月
号「
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
」

欄
で
、
梅
津
ミ
チ
さ
ん
の
日
付
が
８／１
と
な
っ
て
い
ま
す
が
８／７
の

誤
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


